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■研究テーマ 

① テーマ：構造最適化アルゴリズムの開発と応用 

概要：観測データに基づいて観測対象を評価あるいは分類したい場合や、観測した時系列データ

から将来の動向を予測あるいは推定したい場合があります。このような場合には、過去の事例か

ら一般的な知識ルールを獲得し、未知の観測データに対応するという方法が有効です。しかし、

未知のデータにより良く対応するルールを獲得するためには、観測データ中で評価や予測に有効

な観測量を決定するとともに適切なルール構造を決定する必要があります。これを実現し、無効

な変数や無効なパラメータを削除するために、退化現象をモデル化した「遺伝的退化アルゴリズ

ム」に関する研究を行っています。 

 

② テーマ：制約付き最適化アルゴリズムの開発と応用 

概要：制約付き最適化問題とは、例えば製品の設計などを行う際に、与えられた幾つかの条件（制

約）を満足させながら、ある評価量（目的関数）を最大（あるいは最小）にするような解を求め

る問題です。遺伝的アルゴリズムは最適化手法として良く知られていますが、基本的に制約のな

い問題に対する最適化手法であり、必ずしも制約付き問題を効率よく解けるわけではありません

でした。これに対して、制約満足度という概念を導入し、目的関数の最適化と制約満足度の最大

化を考慮することにより、制約付き最適化問題を効率よく解く α 制約法および ε 制約法に関する

研究を行っています。 

 

■研究テーマの応用例 

構造最適化は、経済指標などのように変動を伴う時系列データにおける将来動向の予測への応

用、何らかの制御を必要とするシステムにおける入力（操作量）と出力（観測値）の関係を推定

するモデルの構築などに利用することができます。 

制約付き最適化は、与えられた条件を満足しながら、例えばコストが最小の解、利益を最大化

する解などを効率よく見つけたい場合に、利用することができます。 
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■想定される連携先 

・情報関連および一般企業 

・地方自治体および地域団体 

・公的研究機関 


